
 

 

 

令 和 7年 1 1月 2 1日 

中 部 地 方 整 備 局 

清 水 港 湾 事 務 所 

※静岡県同時プレス 

                          

陸海連携による緊急物資輸送訓練を実施します 
 

南海トラフ地震など大規模災害発生の切迫性が高まるなか、半島部や離島等への
海路を通じた支援体制を強化するため、清水港湾事務所では港湾業務艇を活用した
防災訓練を行っています。今般、下田港等おいて静岡県他と陸海連携による緊急物
資輸送訓練を実施します。 

 
 
１． 日時・場所（別紙 1・別紙 2 参照） 
   日時：令和 7 年 11 月 28 日（金）13 時 00 分～15 時 00 分頃  
   場所：下田港外ヶ岡物揚場（下田市外ヶ岡） 

河津建設資材倉庫（下田市箕作 495） 
 
２．訓練内容及び実施機関 
   当事務所港湾業務艇により輸送した緊急物資を下田港で荷下ろしし、 

トラックに積込んだ後、広域物資輸送拠点まで輸送します。 
   
                <訓練内容>              <実施機関> 

（１）港湾業務艇による海上輸送 国土交通省清水港湾事務所 

（２）船舶からの荷下ろし作業、トラックへの積込作業 静岡県下田土木事務所 

（３）災害協定を締結している民間トラック協会による陸上輸送 静岡県トラック協会 

（４）広域物資輸送拠点での荷下ろし作業 静岡県賀茂農林事務所 

    

３．タイムスケジュール 

 【下田港外ヶ岡物揚場（下田市外ヶ岡）】 

12:45 プレス受付 

13:15 港湾業務艇が下田港に係留 

13:30 港湾業務艇から物資の受け取り 

13:40  輸送用トラックへ物資の積込 

13:50 河津建設資材倉庫に向けて輸送開始 

【河津建設資材倉庫（下田市箕作495）】 

14:20 河津建設資材倉庫到着 

14:25 物資の荷下ろし開始 

14:30 講評等あいさつ 

15:00 訓練終了 

 

 

 

 

 



 

 

 

    
４．参加団体 
   国土交通省中部地方整備局清水港湾事務所 
   国土交通省中部地方整備局沼津河川国道事務所 
   国土交通省中部運輸局静岡運輸支局 
   海上保安庁第三管区海上保安本部下田海上保安部 
   静岡県（総務部、危機管理部、経済産業部、交通基盤部、下田土木事務所、 

賀茂農林事務所）     
下田市  

   一般社団法人 静岡県トラック協会  
 
５．配布先 

中部地方整備局記者クラブ、中部専門紙記者会、静岡県政記者クラブ、 
港湾空港タイムス、港湾新聞、日本海事新聞、海事プレス、 
マリタイムデーリーニュース 

 
６．お問合わせ 
  【海上輸送訓練】 
    〇国土交通省 中部地方整備局 清水港湾事務所  

     副所長 大部（おおべ） 総務課長 三浦（みうら） 
TEL  ０５４－３５２－４１４６ 

     
【海上輸送訓練以外】 

〇静岡県 交通基盤部 港湾企画課 
      小長井（こながい）  

TEL  ０５４－２２１－３０５６ 
 
７．取材について 
    取材を希望される場合は、11月26日（水）正午までに下記メール 

アドレス宛にメールにて連絡してください。 

        取材可能な時間帯及び訓練の詳細については、下記担当まで 

お問合せください。 

当日の天候によっては急遽中止となる可能性があります。 

 
＜連絡先＞ 
  静岡県交通基盤部港湾企画課 小長井（こながい） 
  kouwan_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp 
 
 

    



清水港

どぼくってオモシロイ!
静 岡 県 交 通 基 盤 部

「工事中」がみらいをつくる!

清水港から下田港への海上輸送
（想定） ※公開対象外
下田港から河津建設資材倉庫へ
の陸上輸送

国土地理院地図 電子国土 web（http://maps.gsi.go.jp）を基に港湾企画課で作成

別紙１：輸送ルート詳細

下田港

河津建設資材倉庫
（下田市箕作495）

下田港

国土地理院地図 電子国土 web（http://maps.gsi.go.jp）を基に港湾企画課で作成



どぼくってオモシロイ!
静 岡 県 交 通 基 盤 部

「工事中」がみらいをつくる!
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別紙２：陸路輸送詳細

広域物資輸送拠点 河津建設資材倉庫
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